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はじめに :食道再建胃管モデルを作製し,prOstag‐

landin El(以下,PGEl)の 局所動脈内持続注入を行い,

胃管の血流改善効果を検討した。

方法 :雑種成犬を用いて亜全胃管を作製し,胃 管を

たるみや過伸展のない状態で前胸壁に固定した。実験

群 :C群 :胃管作製のみ群 (n=5),Pv群 ;胃管作製

後,PGE1 0_o2γ 全身投与群 (n=5),Pa群 ;胃管作

製後,PGE】 o,o2γ局所動脈内持続注入群 (n=5).Pa

群では動脈内注入用のカテーテルを左胃大網動脈根部

に留 置 した。L a s e r ‐D o p p l e r 血流 計, S p e c t r o ‐

photometer,pHセ ンサーを用いて胃管先端部粘膜の

血流量 (PU),酸 素飽和度 (IS02),pHを 胃管作製前,

胃管作製後 1, 3, 6時 間で測定した。

結果 :PUは C群 で胃管作製前の平均16%に 低下し

たのに対し,Pv群 では3, 6時 間,Pa群 ではすべて

の時間において,有 意に PUの 減少が抑制された。

IS02は C群 で胃管作製前の平均38%に 低下したのに

対し,Pv群 および Pa群 ではすべての時間において,

有意にIS02の低下が抑制された。pHは C群 で胃管作

製前の平均86%に 低下したのに対し,Pv群 および Pa

群ではすべての時間において,有 意にpHの 低下が抑

制された,Pv群 とPa群 とを,ヒ較すると,PUと pHは
3,6時 間で,IS02は 6時 間で,Pa群 はPv群 に比べ

有意に高値であった (Fig.1).

考察 :今回,PGElの 全身投与により平均2.3倍の

PUの 増加を認めたが,PGElを 静脈内に投与 した場

合,そ の約 7割 が速やかに肺で代謝されるとの報告も

ある1l PGElの全身投与に比べ局所動脈内持続注入で

有意に胃管の血流の改善を認めたことは,効 果的に胃

管内の血管にPGElが 作用したためと考えられた。ま

た,草 野ら劾は術後12時間以内の胃管の pHと 縫合不

全との密接な関連性を報告しており, この期間におけ

る胃管の血流の改善は縫合不全の予防につながると考

えられる。PGElの 局所動脈内持続注入で再建胃管の

血流が改善されたことは,周 術期における再建胃管の

viabilityの向上につながることが示唆された。
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Fig, l Changes of PU,IS02 and pH of the gastric

tube
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